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(量子論的な )観点にたってその物性 を理解 しようという学問である｡本来エアロノミ-






太陽放射 と地球大気との相互作用は主 として波長が3000A以下のスペク トル領域でお
こる｡第1図は太陽放射束が大気吸光によって,Beerの法則にしたがって √1に減少す
る高さ(透過高度 )を波長の関数 として模式的に措いたものであ㌔ この図から直ちに
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第1図 地球大気による太陽放射の吸収 〔文献 1′
について若干訂正を加えた〕0
0
つぎに, 1350A以下の波長域では,吸光は主 として大気各成分の光電離 というかたち
でおこなわれ,このために,D,E,F層などとよばれる電離領域が出現する｡特に重要




ソ連のヴェネラ探査船,また米国のマリナ-宇宙船シ リー ズによる金星 ･火星の観測に
よって,これらの惑星大気の性質が次篤に明らかにされている｡その麿栗として,これら
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の惑星と地球の大気が比較 さ れ , あ ら た めて地球大気の不思議な性 格 が 認 識 され て い る｡
観測資料が少いことをさし ひ い て も , ど うやらこれらの惑星大気 に く ら べ て , 地 球 大気 は
複雑であるらしい｡少くと も , 電 離 層 の 構造だらけからみても,金 星 ･ 火 星 は多分 一 層 の
みからなり,地球電離圏の よ う な 多 層 構 造はみとめられていない｡
地球大気の構造を複雑 に し て い る 最 大 の要素は,多量の酸素と水 蒸 気 の 存 在 で ある｡酸
素は地球大気の約20% を 占 め る の に 対 し,火星･金星大気の95 770 以 上 が 炭 酸 ガス (CO芝)
であって,酸素含有量は 1 970以 下 で あ る O水蒸気量もこれらの惑星 で は 地 球 の 1%以 下 で
あると考えられている｡ こ の よ う な 地 球 大気の特殊事情は生物の存 在 と 大 き な 関連 が あ る｡
すなわち,海の存在(C O 2 固 定 作 用 , 炭酸同化生物 )→ 湿った 酸 素 大 気 ( 02,03の
紫外放射遮蔽効果,地表 生 物 , 吸 息 作 用 )というCO2-02サイク ル の 一 環 と して大 気 の
存在である｡実際超高層 大 気 の 構 造 は , 生物の進化とともに地質時 代 を 通 じ て 大 き く変化
してきたと考えられる｡
一方,電離層について 見 る と , 上 述 の 酸素の存在と関連 して,つ ぎ に か か げ る 三つ の 自
然界の偶然が問題を複 雑 に し て い る ｡
0
(1) 太陽のもっとも 強 い 輝 線 で あ る 水 素ライマンアルファ(HL｡ ) 12 15.7 A は 偶 然 02
のバンド吸収の窓にあ た っ て いる ｡ こ の ために太陽L｡は大気深く侵 透 し て N O を電 離 し
電離D領域をつくる｡
o 0
(2) 02の光電離端 は 10 27.8A で 太 陽 L/9(1025･7A)によって ぎ り ぎ り の とこ ろで
電離される｡Lp光電離 は E 領域電 離 の 3分の1以上を担っ七いると 思 わ れ る の で , E領
域の構造に重要な役割 を 果 し ている ｡




































票--(与ni- i)gニ ーnh g 〔静水圧平衡の式〕




n - ∑ni, M - 写Mini/n1 I
で定義される｡式 (2)および (3)より
1 dp 1 kT
白=




























































































o'+ 02= 0 2+Io , k8= 2×101 1( T/300ro●5 (8)
oT+ N2= NO++ 0, k,= 2× 10-12cm3･S｡C-1 (9)
の進行速度は 0 2 ,N2の密度に依存するから,0,H が主要組成であるF領域以上では
+
主要イオンは0'とH であり,その成分比は基本 的には (1)式から

























































･AB ' 〕 -菜 〔( 1十 等 )J1 - 1 〕
le]- lA']+ lAB']
となるから,中性分子密度 〔BC〕 の大きさによって,
(i)E層近似 ( 〔BC〕2/q≫ α/(2γ))
1
〔e],I 〔AB'〕= (q/α)す ,





























レア )にともなう強いⅩ線によってD領域の電離は激 しく増大 し,いわゆる太陽フレア効
果がおこり,異常電波吸収による無線通信障害がおこる｡極域においては太陽フレア時に
は,異常に加速 された太陽宇宙線 (数MeV-数 10MeVのプロトンなど),あるいは極光
を励起する加速電子の侵入にともなって低域電離の異常増加がおこる｡
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8図に大気圏外における太陽紫外放射のスペクト/レ(め(…))とおもな大気組成分の吸光








の紫外光解離および 0 2のSR連続帯解離によって生成される0原子は準安定状態 2p41D
にあり,その化学活性によって,光化学的に重要な役割を演 じていると思われる｡03 の
光解離によって 0 2 (alas)が生成 され,これが発する禁制赤外放射, 1.27P帯は強い





































を考慮 していることから,酸素大気の理論とよばれている｡第 9図の実測と理論 との比較
によって,定性的には酸素大気理論は実際の大気オゾン密度の高さ分布を良く説明 してい

























㊥ 古典理論 (昼間 )
¢) ′/ (夜間 )
や 新しい理論 (昼間 )








する｡この難点を解消するために考えられたのがH20 を主体 とする化学反応群 との結合.
であって,これが,第 10図の残 りの部分に相当する｡このうち,03 とHおよびH02 と
0
0との反応は夜間大気光 OH振動回転帯 (5000A～5LL)の励起機構 として知 られ,その
重要性が立証されている｡H20の光学は成層圏以上の高度での水蒸気量が未知であるこ
と,光解離波長域が 0 2のそれ と重複 して計算が困難であることなどで未知の領域である
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